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序章 みらいビジョン中国 21“2004”フォローアップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォローアップとは 

 
 
 
 

※今回のフォローアップは、H19 目標に対する達成度を評価するものです。 

（計画時）

H19 年までに完了した箇所 

（概ね 10～15 年後） 

最終目標値 

目標値 

H19 目標値 

H24～H29 目標値 

H24～H29 H19H14

▼アウトカム指標における目標値の達成進捗イメージ 

すべての対策すべき箇所 

 

アウトカム指標とは、地域の将来の姿を具体的にイメージでき、生活実感に見合った数値のこ

とで、その数値の変化により施策や事業の成果をわかりやすく表すことができます。 

 
 アウトカム指標とは 

 

現ビジョンでは、事業の達成度を示す数値として『アウトカム指標』を設定しました。目標の

計画期間は平成 14 年度～平成 19 年度までの 5 ヵ年及び 10～15 年後の２つであり、このう

ち、今回、平成 19 年度までの指標の達成状況の評価を行いました。 

 

 
フォローアップとは 
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“アウトカム指標のフォローアップ”の構成 

   

  アウトカム指標の現状値、目標値、実績値、将来値を掲載し、達成か未達成を記載していま

す。 

  アウトカム指標を達成するための代表主要事業を掲載しています。 

  アウトカム指標値を、図柄・データ等のビジュアルで示し、わかりやすくしています。 

  アウトカム指標の達成度を、達成・未達成の根拠とともにわかりやすく示しています。 

  達成度の報告を受け、見えてきた今後の課題を記載しています。 

  次期ビジョンにおける個々のアウトカム指標を継続採用するか、新たな指標を検討するか、

廃止にするかを示しています。 

  各目標を達成するための主要事業の整備効果事例を掲載しています。 
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